

















































































































































































































































































































（0 ～ 2歳児）69名で眺めてもほぼ同じ66.7％（46名：内訳｢1 ～ 3人｣20名，「ほとんどいな
い」26名）であった。
表1　家庭や近所でふだん遊んでいる友だちの数
0 ～ 5歳児合計 3歳未満児合計 0歳児 1歳児 2歳児
256名 69名 12名 24名 33名
実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
ほとんどいない 53 20.7 26 37.7 8 66.7 8 33.3 10 30.3
1~3人 118 46.1 20 29.0 3 25.0 8 33.3 9 27.3
4~6人 67 26.2 20 29.0 1 8.3 6 25.0 13 39.4
7~9人 7 2.7 2 2. 9 0 0.0 1 4.2 1 3.0









0～ 5歳児合計 3歳未満児合計 0歳児 1歳児 2歳児
実数 % 実数 % 実数 % 実数 % 実数 %
ない 65 25.4 22 31.9 5 41.7 6 25.0 11 33.3
1 ～ 2軒ある 113 44.1 32 46.4 7 58.3 11 45.8 14 42.4
3軒以上ある 77 30.1 15 21.7 0 0.0 7 29.2 8 24.2
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【補注】
補1	 東京都A市の場合、「子育ての知恵袋事業」として35名の相談員の名前が市民便利帳
に公開されている。知恵袋事業は、保育園等の園庭開放時など、月に2回程度相談
を受けたり、話し相手になったりすることで、乳幼児をもつ母親たちの子育ての手
助けになることを期待されている。
補2	 例えば富山県を中心に展開されている、「このゆびとーまれ」等では、『乳幼児と高
齢者や障害者との共生ケア』の活動を進めている。
補3 2002年の同和対策事業特別措置法廃止によって保育所への加配保育士制度等は終了
したが、その後保育関係者の強い運動の成果により、「地域担当保育士」制度として
各園1名の加配を継続できた自治体もある。一般対策として創設された「家庭支援推
進保育事業」への移行である。滋賀県大津市の民間保育所や大阪市等の場合、保育
所によって「地域担当」や「子育て支援担当」といった位置づけが異なりはするも
のの、市への補助金申請を経て、1名の増配置により、クラス担当を離れ、地域の乳
幼児を抱えた母親の状況に合わせて活動できる要員の配置がみられる。
みなもと　さとか（保育学）
